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13 佐藤有記，鈴木久美子，丸山暁人，倉富勇一郎：鼻性視神経症の手術後に再増悪し多発血管炎性肉
芽腫症と診断された1例．第61回日本鼻科学会 総会・学術講演会（ハイブリッド開催）．2022，10，
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岡野光博，竹内万彦，藤原和典：鼻腔形態に関する手術適応の基準策定の検討－施設状況に関する
調査－．第61回日本鼻科学会 総会・学術講演会（ハイブリッド開催）．2022，10，13‐15（現地開
催），2022，10，31‐11，30（オンデマンド配信）．
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73回日本気管食道科学会総会ならびに学術講演会（ハイブリッド開催）．2022，11，3‐4（現地開
催），2022，11，22‐12，22（オンデマンド配信）．

17 佐藤有記，倉富勇一郎：当院における気管腕頭動脈瘻症例の検討．第73回日本気管食道科学会総会
ならびに学術講演会（ハイブリッド開催）．2022，11，3‐4（現地開催），2022，11，22‐12，22（オ
ンデマンド配信）．

地方規模の学会
1 田中成幸，緒方政彦，宮崎純二，山内盛泰，倉富勇一郎：穿刺吸引細胞診で乳頭癌が疑われた，乳
頭癌様核を有する非浸潤性甲状腺濾胞性腫瘍．第37回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会九州連合地方
部会学術講演会（第122回日耳鼻佐賀県地方部会）．2022，7，16‐17．

2 畑山絵理子，中島俊之，進 武幹，山内盛泰，倉富勇一郎：当科で経験した迷路内神経鞘腫2例．
第37回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会九州連合地方部会学術講演会（第122回日耳鼻佐賀県地方部
会）．2022，7，16‐17．

3 首藤洋行，門司幹男，岩永康成，山内盛泰，倉富勇一郎：溶連菌感染後反応性関節炎に対して口蓋
扁桃摘出術が有効であった1例．第37回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会九州連合地方部会学術講演
会（第122回日耳鼻佐賀県地方部会）．2022，7，16‐17．
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研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

准教授 山内 盛泰 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 頭頸部癌に対する免疫療法の
効果改善のための免疫原性細
胞死の研究

1，560

教 授 倉富勇一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 頭頸部癌に対する免疫療法の
効果改善のための免疫原性細
胞死の研究

130

助 教 峯崎 晃充 科学研究費助成事業 若手研究 1 喉頭癌組織における樹状細胞
の役割と臨床的意義の解明

1，430

教 授 倉富勇一郎 第一三共株式会社 第一三共奨学
寄付プログラ
ム

1 頭頸部癌における細胞傷害性
Ｔリンパ球（CTL）浸潤の
治療効果，予後との関連性の
検討

500

教 授 倉富勇一郎 大鵬薬品工業株式会
社

学術研究支援 1 頭頸部癌における腫瘍細胞浸
潤様式および免疫細胞浸潤に
基づく予後および治療効果に
関する研究

400

4 首藤洋行，山内盛泰，野田美月，嶋崎絵里子，倉富勇一郎：本邦で初めてNTRK1融合遺伝子の
確認によりラロトレクチニブを開始した甲状腺乳頭癌の遠隔転移再発の1例．第123回日本耳鼻咽
喉科頭頸部外科学会佐賀県地方部会学術講演会．2022，12，3．

5 柴宮夏子，倉富勇一郎：顎関節無菌性膿瘍を認めた炎症性腸疾患の1例．第123回日本耳鼻咽喉科
頭頸部外科学会佐賀県地方部会学術講演会．2022，12，3．

その他の学会
1 首藤洋行：嚥下障害で発症した皮膚筋炎の1例．第29回佐賀県アレルギー講習会（WEB開催）．
2022，2，10．

2 峯崎晃充，畑山絵理子，山内盛泰，倉富勇一郎：化学放射線治療後に巨大な潰瘍を形成し，内頸動
脈から出血に至った中咽頭側壁癌の一症例．第16回九州頭頸部癌フォーラム．2022，10，8．

3 石田知也：舌半側以上切除した舌癌4症例の術後構音・嚥下機能について．第8回佐賀県嚥下障害
研究会．2022，11，17．

4 畑山絵理子：上顎洞内骨腫の一例．第100回佐賀耳鼻科カンファレンス～第7回耳鼻咽喉科アレル
ギーカンファレンス～（ハイブリッド形式開催）．2022，11，24（現地開催＋ZOOM）．

5 佐藤有記：頸部リンパ節腫脹および鼻腔病変を認めたRosai-Dorfman 病の1例．第100回佐賀耳鼻
科カンファレンス～第7回耳鼻咽喉科アレルギーカンファレンス～（ハイブリッド形式開催）．2022，
11，24（現地開催＋ZOOM）．

研究助成等
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